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散水による可燃物の熱分解および着火の遅延効果に関する研究
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建築基準法においてスプリンクラー設備の効果は、消火成功率の高さに比べて、正当に

評価されていない状況である。その原因は、散水が可燃物の着火性に及ぼす影響を工学的

に評価する手法が確立していないことによる。本論文は、散水による可燃物の熱分解及び

着火の遅延効果の把握を目的としている。まず高温になっても熱分解が生じない材料であ

る鋼板に対し、放射加熱と散水を同時に与える実験により、散水が部材の表面温度に与え

る影響が極めて小さいことを確認し、蒸発潜熱による表面温度の低減効果を正確に把握し

た。さらにアクリル樹脂を用いた実験により、無散水時の加熱強度と部材の熱分解温度の

関係から、散水時の熱分解時間と着火時間を推定する式を提案している。この研究は、今

後の性能設計にスプリンクラーの効果をとりこむことが期待できる有用性の高い研究であ

る。さらなる研究の発展も期待でき、日本建築学会奨励賞にふさわしいものと評価できる。
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本論文は、セルフ・センタリングによる残留変形低減機構の適用範囲を大型建物にも広

げることに主眼を置き、建築構造用超高強度鋼を活用した中空コンクリート充填鋼管柱内

に PC 鋼棒を配置した連層ブレース骨組による残留変形低減のシステムと、周辺フレーム

との接続部に取り換え可能なエネルギー消費部材を設けたシステムを提案したもので、実

験によりその耐震性能を検証している。システムの概念の提案だけではなく、浮き上がり

が生じる連層ブレース骨組の柱脚部のせん断力伝達機構、周辺フレームとの接続部のエネ

ルギー消費部材のディテールなども十分に検討を加え、これらのディテールを実験変数と

して骨組全体としての耐震性能を実験により検証している点に特色がある。さらに、骨組

全体の復元力特性評価式を示すことで研究全体の結実を図っており、完成度も高い。よっ

て、ここに日本建築学会奨励賞を贈るものである。


